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第１ 総 則 

１ 目 的 

この基準は、海上自衛隊において実施する気象観測業務について、必要な事項を定め、

もって部隊の運用及び保安に資することを目的とする。 

２ 用語の意義 

この基準において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１）観 測 

自然科学的手法による現象の観察及び測定をいう。 

（２）観測所 

気象観測を実施する海上自衛隊の部隊、艦船及び航空機をいう。 

（３）航空基地隊等 

第２３、第２４、第２５航空隊及び各航空基地隊（那覇、岩国航空基地隊を除く。） 

をいう。 

（４）基地隊等 

各基地隊、各防備隊、稚内基地分遣隊、各基地分遣隊、対潜資料隊、仮屋磁気測定 

所及び各警備所をいう。 

（５）気象海洋データ系（ＪＷＳ－Ｎ） 

海上自衛隊通信規則第１０条に定める通信系のうち、気象及び海洋資料に関する通 

信に使用するものをいう（以下「ＪＷＳ－Ｎ」という。）。 

（６）日表データ 

空自クラウド統合気象基地連接サーバに保存された観測データ（航空気象観測デー 

タ及び観測諸元データ）をいう。 

３ 使用時刻 

この基準において使用する時刻は、すべて日本標準時とする。 

４ 気象測器  

観測所における気象測器の装備基準は、別表に示すとおりとする。 

５ 気象観測業務の内容 

気象観測業務の内容は、次のとおりとする。 

（１）気象観測 

（２）観測結果の通報 

（３）観測記録の作成及び保存 

６ 観測の種類及び観測所 

観測の種類は、陸上気象観測、海上気象観測、機上気象観測及び高層気象観測とし、 

それぞれの観測は、次に示す観測所が行う。 

観測の種類 観   測   所 

陸上気象観測 
各地方総監部、基地隊等、父島基地

分遣隊、航空基地隊等 

海上気象観測 
通常の観測 

航泊日誌を備える艦船 
航空機のための観測 

機上気象観測 飛行中の航空機 

高層気象観測 
高層風観測 航空基地隊等 

ラジオゾンデ観測 ラジオゾンデ装備部隊 



 

２ 

 

第２ 陸上気象観測 

１ 観測種別、観測時刻及び観測要素 

各観測所が行う陸上気象観測の種別及び時刻並びに観測要素は、別紙第１のとおりと 

する。 

２ 観測の方法 

観測の方法は、訓練資料「気象観測（陸上及び海上の部）」による。 

３ 観測結果の通報 

（１）各地方総監部、航空基地隊等及び父島基地分遣隊は、定時観測及び特別観測の結果

を、ＪＷＳ－Ｎにより通報する。 

（２）陸上気象観測を実施することに定められた観測所（基地隊等を除く。）は、ＪＷＳ

－Ｎにより日表データを送信する。 

 

第３ 海上気象観測 

１ 観測種別、観測時刻及び観測要素 

観測所が行う海上気象観測の種別及び時刻並びに観測要素は、次のとおりとする。 

観測種別 観測時刻 観測要素 

通 

常 

の 

観 

測 

定時 

観測 

航海中は００００から２４００まで

の毎正時に、停泊中は４時を起点と

する４時間ごと。 

雲、視程、大気現象、気温、

相対湿度、風、気圧、波浪及

び表面水温 

臨時 

観測 

１ 艦船の保安上重大な影響を与え

る気象現象が予想される場合又は

これに遭遇した場合は、航泊を問

わず、１５分ないし３０分ごと。 

必要とする観測要素 

 
 ２ 異常な気象現象を認めたとき及

び特に必要と認めたとき。 

 

航

空

機

の

た

め

の

観

測 

定時 

観測 

航空機の運航上の資料として観測結

果の通報を必要とする期間の毎正時 

雲、視程、大気現象、気温、

露点温度、風、気圧及び波浪 

臨時 

観測 

別紙第１付紙第２に示す基準に該当

するとき。 

雲、視程、大気現象、風及び

必要とする観測要素 

２ 観測の方法 

観測の方法は、訓練資料「気象観測（陸上及び海上の部）」による。 

３ 観測結果の通報 

  観測結果の通報は、次によるものとする。 

（１）通常の観測の結果を通報する場合の通報事項及び通報順序は、日時、艦位、風向風

速、視程、天気、風浪、うねりとする。 

（２）航空機のための観測の結果を通報する場合の通報事項及び通報順序は、日時、艦位、



 

３ 

 

風向風速、最大瞬間風速、卓越視程、天気、雲、気温、露点温度、風浪、うねり、そ

の他必要な事項とする。 

 

第４ 機上気象観測 

１ 観測時刻及び観測要素 

  機上気象観測は、航空法施行規則第１６６条の２に該当する場合のほか、任務に支障

のない範囲において次により実施するものとする。 

観測時刻 観測要素等 

並以上の乱気流、並以上の着氷、雷電及び

ひょう等、航空機の運航に影響を及ぼす気

象現象を認めたとき、又は、特に必要と認

めたとき。 

位置、時刻、飛行高度、飛行障害現象

（乱気流、着氷、雷等）、雲、視程、

大気現象、気温、風、波浪等 

２ 観測記録の作成及び観測結果の通報 

（１）機上気象観測を実施した観測所（航空機）は、機上気象観測記録を作成し、着陸地

の航空基地隊等に提出するものとする。 

（２）機上気象観測記録を受領した航空基地隊等は、速やかにＪＷＳ－Ｎにより通報する。 

なお、管制所、運航当直士官又は飛行当直士官等を経由し、飛行中の航空機から観

測結果を受領した場合も通報するものとする。 

 

第５ 高層気象観測 

１ 観測時刻及び観測要素 

  高層気象観測は、次により行うものとする。 

観測の種類 観測時刻 観測要素 

高層風観測 必要と認めたとき。 風 

ラジオゾンデ観測 必要と認めたとき。 気温、湿度、高度、

気圧及び風 

２ 観測の方法及び記録要領 

（１）高層風観測は、訓練資料「高層風観測」による。 

（２）ラジオゾンデ観測は、「高層気象観測指針」（気象庁）による。 

３ 観測結果の通報 

  高層気象観測の結果は、ＪＷＳ－Ｎにより通報する。 

 

第６ 観測記録の作成及び保存 

１ 観測記録の作成 

観測を実施した観測所は、観測記録を作成するものとする。観測記録の種類、観測記

録の様式及び作成する観測所等は別紙第２のとおり。 

２ 観測記録の送付 

この基準において、海上気象観測記録を作成することに定められた観測所の長は、観

測記録を月ごとに取りまとめ、その写し１部を翌月１０日までに対潜資料隊司令に送付

するものとする。 

なお、この規定により難い場合は、入港後速やかに送付するものとする。 



 

４ 

 

３ 観測記録の保存 

観測記録及び各種観測資料の保存期間は、次のとおりとする。ただし、保存期間は、

観測した翌年から起算する。 

観測記録の種類 保存期間 

陸上気象観測記録 １０年 

海上気象観測記録 １年 

航空気象観測記録 １年 

機上気象観測記録   1年 

高層風観測記録 １０年 

ラジオゾンデ観測記録 １０年 

自記機器類の記録紙 １年 

上記以外の気象観測資料 １年 

 

第７ その他 

１ 技術指導 

海洋業務・対潜支援群司令は、観測所の実施する気象観測業務について技術指導を行

うものとする。 

２ 気象観測業務の統括等 

  海洋業務・対潜支援群司令は、必要と認められる場合は、観測所と調整し、観測所の

実施する気象観測及び観測結果の通報について統括することができる。 

３ 委任規定 

自衛艦隊司令官、各地方総監、教育航空集団司令官、練習艦隊司令官及び海洋業務・

対潜支援群司令又はその指定する者は、この基準に定めるもののほか、気象観測業務に

関する必要な事項を定めることができる。 
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別紙第１ 

観
測
所 

観測 
種別 

観測時刻 観測要素 備  考 

各 
地 
方 
総 
監 
部 

定時 
観測 

毎正時又は毎時の任意の時刻 

雲、視程、大気現象、気
温、露点温度、相対湿
度、風、気圧、波浪及び
表面水温 

１ 観測要素の細部項
目は付表による。 

２ 各地方総監部及び
父島基地分遣隊にお
ける定時観測の雲、
視程、大気現象、波
浪、表面水温につい
ては、航空機の運航
等がない場合は省略
することができる。 

３ 硫黄島航空基地隊
における 1800 から
0600 の間の観測は、
1800、2100、2400、
0300 及び 0600 の定
時観測のみ実施し、
その他の定時及び特
別観測は、省略する
ことができる。 

  

0600,0900,1200,1800,2400 
最高気温、最低気温及
び降水量 

臨時 
観測 

必要と認めたとき。 必要とする観測要素 

 
 
 
 
 
航
空
基
地
隊
等 

定時 
観測 

0000 から 2400 までの間の毎
正時 

雲、視程、大気現象、気
温、露点温度、相対湿
度、滑走路視距離、風及
び気圧 

0600,0900,1200,1800,2400 
最高気温、最低気温及
び降水量 

必要と認めたとき。 波浪及び表面水温 

特別 
観測 

0000 から 2400 までの間に付
紙第１に示す基準に該当する
とき。 

雲、視程、大気現象、気
温、露点温度、相対湿
度、滑走路視距離、風及
び気圧 

臨時 
観測 

航空事故及び基地内事故発生
のとき。 

雲、視程、大気現象、気
温、露点温度、相対湿
度、滑走路視距離、風及
び気圧 

航空交通管制機関から照会又
は要求されたとき。 

照会又は要求された観
測要素 

必要と認めたとき。 必要とする観測要素 

父
島
基
地
分
遣
隊 

定時 
観測 

毎正時又は毎時の任意の時刻 

雲、視程、大気現象、気
温、露点温度、相対湿
度、風、気圧、波浪及び
表面水温 

0600,0900,1200,1500,1800 
最高気温、最低気温及
び降水量 

臨時 
観測 

熱帯低気圧の接近又は航空機
の運航のため、気象状況の通
報が必要であると認められる
期間において、付紙第２に示
す基準に該当するとき。 

必要とする観測要素 

基
地
隊
等 

臨時 
観測 

必要と認めたとき。 必要とする観測要素 
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付紙第１ 

特別観測実施基準 

要 素 内 容 

１ ＢＫＮ又は 

ＯＶＣの最低

雲層の雲底の

高さ 

（１）ＢＫＮ又はＯＶＣの最低雲層の雲底の高さが減少して、下記 

のア～ウに定める値未満になった場合 

（２）ＢＫＮ又はＯＶＣの最低雲層の雲底の高さが増加して、下記

のア～ウに定める値以上になった場合 

ア １００フィート、６００フィート、１，５００フィート 

イ 国土交通大臣が定めた当該飛行場の離陸に関する最低気象 

条件及び進入限界高度に対応する値 

ウ 航空法施行規則第５条第４号にかかる有視界気象状態の限 

界とする気象条件：１，０００フィート 

２ 雲層の雲量 要素１に示した高さに対応するそれぞれの間において、１つの雲

層の雲量が、次の条件になった場合 

（１）雲量がＳＫＣ、ＦＥＷ又はＳＣＴからＢＫＮ又はＯＶＣに変

化した場合 

（２）雲量がＢＫＮ又はＯＶＣからＳＫＣ、ＦＥＷ又はＳＣＴに変

化した場合（ＢＫＮ又はＯＶＣの層が２層以上ある場合で、下

層が変化せず、上層が変化した場合を除く。） 

３ 視 程 （１）卓越視程の値が減少して下記のア～エに定める値未満になっ

た場合 

（２）卓越視程の値が増加して下記のア～エに定める値以上になっ

た場合 

ア ３，２００メートル 

イ 国土交通大臣が定めた当該飛行場の離陸に関する最低気象条

件及び進入限界高度に対応する値（ただし、「飛行視程」を「地

上視程」に読み替える。） 

ウ 航空法施行規則第５条第４号にかかる有視界気象状態の限界

とする気象条件：５，０００メートル 

エ 航空法施行規則第１９８条の４の第２号にかかる特別有視界

飛行方式による飛行視程（ただし「飛行視程」を「地上視程」

に読み替える。）：１，５００メートル 

４ 滑走路視距離 （１）滑走路視距離が減少して下記のア～イに定める値未満になっ 

た場合 

（２）滑走路視距離が増加して下記のア～イに定める値以上になっ 

た場合 

ア ４００メートル※、８００メートル※ 

イ 国土交通大臣が定めた当該飛行場の最低気象条件 

５ 風向風速 （１）平均風向が、当該観測時直前の定時観測又は特別観測におい 

て観測した値から６０度以上変化し、その変化前、変化後又は  

変化前後の平均風速が１０ノット以上ある場合 



 

７ 

 

要 素 内 容 

 （２）平均風速が、当該観測時直前の定時観測又は特別観測におい

て観測した値から１０ノット以上変化した場合 

（３）平均風速が、１５ノット以上ある場合で、最大瞬間風速が当

該観測時直前の定時観測又は特別観測において観測し、通報し

た最大瞬間風速から１０ノット以上増加した場合（最大瞬間風

速を通報していない場合は、最大瞬間風速が当該観測時の平均

風速から１０ノット以上増加した場合） 

６ 大気現象 （１）次に示す大気現象又はこれらの組み合わせが開始、終了した

場合  

ア 着氷性の降水又は霧 

イ 並又は強の降水（しゅう雨性を含む。） 

ウ 低い風じん又は低い地ふぶき 

エ 高い風じん又は高い地ふぶき 

オ 砂じん嵐 

カ 雷 電 

キ スコール（終了の特別観測は実施しない。） 

ク 漏斗雲（竜巻） 

ケ 降 灰 

（２）次に示す大気現象の強度が変化した場合 

ア 降水（着氷性及びしゅう雨性を含む。） 

イ 砂じん嵐 

ウ 漏斗雲（竜巻） 

（３）共用飛行場においては、次に示す実施期間において、着氷性

の雨、凍雨、雪あられ、氷あられ及びひょうの大気現象が開始

及び終了した場合 

ア 実施期間 

概ね１１月１日～３月３１日 

イ 実施時期 

（ア）最初の離着陸の１時間程度前から、最終の離着陸が終わ 

るまでの時間帯 

（イ）明らかに離着陸のない時間帯は省略することができる。 

７ 気 温 気温が当該観測直前の定時観測又は特別観測において観測した

値から２℃以上上昇し、かつ当該観測時の気温が３２℃以上の場合 

８ その他 上記のほか、航空機の運航上、特に必要と認められる場合 

なお、ここでいう条件は、観測所ごとに関係部署と協議し定める。 

 

※国土交通大臣が定めた当該飛行場の離陸及び着陸に関する最低気象条件の最低の値が

これらより大きい場合、又は最低気象条件の値がこれらの値の５０メートル以内の場合は

その値に替える。 

例えば、最低気象条件の最低値が１，０００メートルの場合は、４００メートル及び８



 

８ 

 

００メートルを１，０００メートルに、６００メートルの場合は４００メートルを６００

メートルに、また、最低気象条件値が３５０メートルの場合は４００メートルを３５０メ

ートルに替える。 

 

注：特別観測の実施等について 

１ 特別観測は、現象が変化、発現又は終了して実施基準に該当した場合に行う。特に、

現象が悪化して実施基準に該当したときには、直ちに観測・通報する。また、好転して

実施基準に該当したときは、原則として１０分間好転の状態を確認した後、速やかに観

測・通報する。ただし、１０分間待たずして好転の状態が今後１０分間以上続くと観測

員が判断した場合は、その時点で速やかに観測・通報する。 

２ 関係部署からの通報により、最低気象条件に係る航空保安施設（航空保安無線施設及

び飛行場灯火）の障害情報を受けたときは、予め観測所ごと関係部署と協議して定めた

その障害に対応した実施基準により特別観測を行う。 

３ 当該飛行場を管理する関係部署からノータムが発出されて滑走路が閉鎖している等、

特別観測を中止しても航空機の運航に影響を及ぼさないと判断し、関係部署の了解を得

た場合は、特別観測を省略することができる。 

４ 滑走路視距離観測装置の障害時及び未設置の飛行場においては、滑走路視距離（以下

「ＲＶＲ」という。）に代えて地上視程換算値（ＣＭＶ）を実施基準に用いる。 

５ 周回進入の場合、ＲＶＲに代えて地上視程（ＶＩＳ）を実施基準に用いる。 

６ 特別観測の実施基準は、飛行場のみでなく飛行場周辺の現象の終始について対象とす

るが、強度により設定されている現象及び強度変化についての特別観測の実施基準は、

飛行場周辺の現象については適用しない。 

７ 雲量が５／８以上の最低雲層の雲底の高さの実施基準は、鉛直視程を観測したときの

距離を含むこととする。 
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付紙第２ 

航空機のための観測（臨時）実施基準 

 

１ 次に該当するとき。 

（１）雲量がＢＫＮ又はＯＶＣの最低雲層の雲底の高さが１，０００フィート未満になっ

たとき。 

（２）卓越視程が５，０００メートル未満になったとき。 

（３）次に示す気象現象又はそれらの組み合わせが開始又は終了した場合 

ア 着氷性の降水 

イ 着氷性の霧 

ウ 並又は強の降水（しゅう雨性を含む。） 

エ 低い風じん又は低い地ふぶき 

オ 高い風じん又は高い地ふぶき 

カ 砂じん嵐 

キ 雷 電 

ク スコール（終了の臨時観測はしない。） 

ケ ろうと雲（竜巻） 

コ 降 灰 

（４）次に示す大気現象の強度が変化した場合  

ア 降水（着氷性及びしゅう雨性を含む。）  

イ 砂じん嵐 

ウ ろうと雲（竜巻） 

（５）その他、航空機の運航に重大な影響を与える現象又は状態を認めたとき。 

２ 要求されたとき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１０ 

 

付 表 

 

観 測 要 素 の 細 部 項 目 

観測要素の細部項目 

観 測 所 

記     事 

各

地

方

総

監

部 

航

空

基

地

隊

等 

 

父

島

基

地

分

遣

隊 

基

地

隊

等 

視     

 

 

程 

各方向の視程 △ □ △ △  

卓越視程 △ □ △ △ 

卓越視程の変動 △ □ △ △ 

方向視程 △ □ △ △ 

悪視程状態の発現、消滅時刻  □   

大 

気 

現 

象 

種 類 △ □ △ △  

強 度 △ □ △ △ 

特 性 △ □ △ △ 

発現時刻及び終了時刻 △ □ △ △ 

存在位置及び移動方向 △ □ △ △ 

現在天気 △ □ △ △ 

天 気    △ 

雲 

雲 層 △ ○ △ △ 

 

雲 量 △ ○ △ △ 

雲 形 △ □ △ △ 

雲底の高さ又は鉛直視程 △ ○ △ △ 

全雲量 △ ○ △ △ 

雲底の状態 △ □ △ △ 

特殊な形状の雲 △ □ △ △ 

降 

水 

降水量 ○ ○ ○ △  

 

 

積雪の深さ △ □  △ 

降雪の深さ △ □  △ 

気 

温 

気 温 ○ ○ ○ △  

最高気温 ○ ○ ○  

最低気温 ○ ○ ○  

露 点 温 度 ○ ○ ○ △  

相 対 湿 度 ○ ○ ○ △  

 

 
    

 



 

１１ 

 

波 

 

浪 

風浪の高さ △ △ △ △  

うねりの高さ △ △ △ △ 

うねりの方向 △ △ △ △ 

表 面 水 温 △ △ △ △  

観
測
記
録
か
ら
算
出
す
る
も
の 

日最小卓越視程  ○    

日最小卓越視程の発現時刻  ○   

日最低雲高  ○    

日最低雲高の発現時刻  ○   

日降水量 ○ ○ ○   

日最大１時間降水量 ○ ○ ○   

日最大１時間降水量の発現、消滅時刻 △ ○ △  

日最大積雪 △ ○    

日合計降雪 △ ○    

日最高気温 ○ ○ ○   

日最高気温の発現時刻 ○ ○ ○  

日最低気温 ○ ○ ○   

日最低気温の発現時刻 ○ ○ ○   

日最小湿度 ○ ○ ○   

日最小湿度の発現時刻 ○ ○ ○  

日最高海面気圧 ○ ○ ○   

  気 

 

 

  圧 

現地気圧 ○ ○ ○ △  

海面気圧 ○ ○ ○ △ 

高度計規正値 △ ○ △ △ 

密度高度 △ ○ △ △ 

気圧高度 △ ○ △ △ 

気圧変化の型 △ □ △ △ 

気圧の急上昇及び急下降 △ □ △ △ 

滑
走
路
視
距
離 

１０分間平均値  □    滑走路視距離の観測は次に

よる。 

１ 滑走路視距離観測装置を

装備した観測所において行

う。 

２ 滑走路視距離の観測は、２

４時間実施する。 

前１０分間の１分値の最小、最大  ○   

変化傾向  ○   

 風 

風 向 ○ ○ ○ △  風向及び風速の観測は、風向

記録器及び風速記録器を装備

する観測所においては１０分

間平均値を、これらの観測器を

装備しない観測所においては、

１分間平均値を観測する。 

風 速 ○ ○ ○ △ 

風向の変動 △ ○ △  

風速の変動 △ ○ △  

スコール △ □ △ △ 



 

１２ 

 

日最高海面気圧の発現時刻 ○ ○ ○  

日最低海面気圧 ○ ○ ○   

日最低海面気圧発現時刻 ○ ○ ○  

日最小滑走路視距離  ○    

日最大風速 ○ ○ ○   

日最大風速の風向 ○ ○ ○  

日最大風速の発現時刻 ○ ○ ○   

 日最大瞬間風速 ○ ○ ○  

日最大瞬間風速の風向 ○ ○ ○   

日最大瞬間風速の発現時刻 ○ ○ ○  

※ ○：各観測所が行う観測要素 

  △：必要と認めた場合に観測する。 

□：不測事態における観測員の欠員等、目視観測が困難な状況にあっては、自動観測機能を使用

することにより、省略することができる。 

 



 

１３ 

 

別紙第２ 

観測記録の種類 

観測の 

種類 

観測記録 

の種類 

観測記録 

の様式 

作成する 

観測所 
備  考 

陸 

上 

気 

象 

観 

測 

陸上気象 

観測記録 

（海気観－Ａ） 

付紙様式第１ 航空基地隊等 

１ 各地方総監部及び父島

基地分遣隊は、航空機の

運航上必要な資料とし

て、観測結果を通報する

場合は、陸上気象観測記

録（海気観－Ａ）を作成す

る。 

２ 陸上気象観測記録のう

ち、海気観－Ｂに記入す

る部隊番号は、付表のと

おり。 

３ 記入要領は、海洋業務・

対潜支援群司令の定める

ところによる。 

陸上気象 

観測記録 

（海気観－Ｂ） 

付紙様式第２ 

地方総監部 

航空基地隊等 

父島基地分遣隊 

海 

上 

気 

象 

観 

測 

通常の 

観測 

海上気象 

観測記録 
付紙様式第3 

航泊日誌（甲）

を備える艦船 

１ 海上気象観測記録の作

成は、航海中のみとする。 

２ 記入要領は、海洋業務・

対潜支援群司令の定める

ところによる。 

航空機

のため

の観測 

航空気象 

観測記録 
付紙様式第4 

観測を実施 

した艦船 

機上 

気象観測 

機上気象 

観測記録 
付紙様式第5 

観測を実施 

した航空機 

 

高 

層 

気 

象 

観 

測 

高層風

観測 

高層風 

観測記録 

訓練資料「高

層風観測」の

定めるとこ

ろによる。 

航空基地隊等 

 

ラジオ 

ゾンデ

観測 

ラジオ 

ゾンデ 

観測記録 

様式適宜 装備部隊 
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付紙様式第４ 
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１９ 

 

付 表 

 

気 象 統 計 用 部 隊 番 号 

 

部隊番号 部 隊 等 名 称 部隊番号 部 隊 等 名 称 

４１ 横須賀地方総監部 １５ 厚木航空基地隊 

４２ 呉地方総監部 １８ 小月航空基地隊 

４３ 佐世保地方総監部 ２１ 館山航空基地隊 

４４ 舞鶴地方総監部 ２２ 第２４航空隊 

４５ 大湊地方総監部 ２６ 大村航空基地隊 

１１ 鹿屋航空基地隊 ２７ 第２５航空隊 

１２ 八戸航空基地隊 ２８ 第２３航空隊 

１３ 徳島航空基地隊 ９８ 父島基地分遣隊 

１４ 下総航空基地隊 ９９ 硫黄島航空基地隊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２０」 

 

 

 

 

 

 

 

 

別
 
表
 

電 波 測 器

気 象 計

電 気 式 気 圧 計

ア ネ ロ イ ド 気 圧 計

携 帯 型 通 風 乾 湿 計

乾 湿 計

貯 水 型 雨 量 計

雪 板
雪 尺

風 向 風 速 計 （ １ ０ 分 間 ）

携 帯 風 速 計

測 風 経 緯 儀

浮 力 計

減 圧 計

ヘ リ ウ ム ガ ス ボ ン ベ

気 象 レ ー ダ ー 装 置

ゾ ン デ 測 定 装 置 一 式

地 上 点 検 装 置 一 式

浮 力 計

調 整 弁

水 素 ガ ス ボ ン ベ

水 素 ガ ス 検 知 器

風 向 風 速 計

シ ー ロ メ ー タ ー

滑 走 路 視 距 離 観 測 装 置 及 び 視 程 計

電 気 式 温 度 計

湿 度 計

電 気 式 気 圧 計

雨 量 計

携 帯 型 気 象 計

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1
0

1
1

1
1

1
4
0

1
2

1
1

1
1

1
1

1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

※
１
：
硫
黄
島
の
み
保
有

※
２
：
航
空
基
地
隊
等
は
統
合
型
観
測
装
置
、
各
地
方
総
監
部
及
び
父
島
基
地
分
遣
隊
隊
は
簡
易
型
観
測
装
置
を
い
う
。

艦
　
船

地
方
総
監
部

航
空
基
地
隊
等

父
島
基
地
分
遣
隊

基
地
隊
等

気
　
象
　
測
　
器
　
装
　
備
　
基
　
準

　 測 　 器 　 名

　 　 　 　 　 　 　 　 観 　 測 　 所

気
圧
計

湿
度
計

雨
量
計

風
向

風
速
計

高
層
風

観
測
装
置

気
象
観
測
装
置
※
２

ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ

観
測
器
材
※
１


